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[Credit: 京大・生存圏研究所
(旧・宙空電波研究センター)]

弊社が今までにやったこと
電気炉内溶融鉄の測温装置

固体用核磁気共鳴測定装置（ NMR ）
九大理学部の納品

量産装置組込用コントローラの受託開発

放射線回折分析装置
九大理学部と共同開発

大手メーカの商品の受託開発
オムロンの商品
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今取り組んでいる独創技術による開発品 ①今取り組んでいる独創技術による開発品 ①

電子加速器用電子ビームセンサ

マイクロマシン加工用イオンビームセンサ

アラスカのガスパイプラインパイプライン用大口径高感度電流センサ

今取り組んでいる独創技術による開発品 ②今取り組んでいる独創技術による開発品 ②

世界のパイプラインの保全を通して
エネルギー供給の安定化に貢献する



弊社の独創技術とはなにか（磁気ブリッジ方式の動作原理）

励磁部検出部

ブリッジ部リターン回路

μ

mμ

iμ

H
mH

一般的なＨ・μ特性

S

l
Rm

⋅
=
μ

この領域を活用した検出技術は前例がなく、
この技術の独特なところである。

ブリッジ部

検出部（コイル）

リターン回路

検出磁界方向

従来の磁界センサとの比較



この磁界センサの「宇宙用としての特徴」
一軸のみの試作品のデータ

• 軽量である．（３ｇ未満）

− 従来品では１００ｇ近く．

• 省電力である．（センサのみで，84.6μW）

− 従来品では５０mW程度．

• 高感度化の可能性．（現在，２nTまで確認）

− 未確認であるが，原理的に期待できる．

世界へ・宇宙へ・そして未来へ
•現在 惑星探査用磁力計は，フラックスゲート方式だけしか使えない．

•この磁気ブリッジ方式が完成したら，用途に応じた選択肢が広がる．

•現在，JAXAと共同研究で取り組んでいる．

どんな素晴らしいことも，初めは個
人の思いから．．．

自由度の高い中小企業ほど思いを
発信できるチャンスは大きい．

「夢と希望をさらに膨らませ，たゆま
ぬ努力をすること」，それが宇宙へ
のパスポートと私は思っています．

技術提案で
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